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令和４年３月１日 第30号(1)

　
農
林
水
産
業
従
事
者
数
は
過
去
40
年
間
で
大

き
く
減
少
し
て
お
り
、
女
性
や
若
手
農
業
者
等

の
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
君
津
農
業
事
務
所
で
は
、
農
業
分

野
で
活
躍
す
る
方
に
向
け
て
、
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
28
日
に
は
、
君
津
地
域

の
女
性
農
業
者
組
織
「
き
み
つ
農
業
女
子
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
起
業
家
組
織
の
「
き
み
つ
４
市

起
業
家
ネ
ッ
ト
」
に
よ
る
「
君
津
合
同
庁
舎
マ

ル
シ
ェ
」
の
開
催
を
支
援
し
ま
し
た
。
君
津
合

同
庁
舎
の
県
職
員
を
対
象
に
、
農
産
物
や
加
工

品
の
実
践
的
販
売
を
行
っ
た
結
果
、
事
前
予
約

を
含
め
、
出
品
さ
れ
た
君
津
地
域
の
特
産
品
を

多
く
の
職
員
が
購
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ル

シ
ェ
の
後
に
は
地
域
の
若
手
農
業
者
と
の
交
流

も
行
い
、
農
業
者
組
織
で
の
活
動
や
農
産
物
加

工
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
君
津
農
業
事
務
所
で
は
若
手
女
性

農
業
者
を
対
象
に「
き
み
つ
ア
グ
リ
塾
」と
題
し
、

女
性
農
業
者
が
農
業
経
営
や
地
域
農
業
に
参
加

し
や
す
く
な
る
よ
う
、
農
業
経
営
に
関
す
る
知

識
・
技
術
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
君
津
農
業
事
務
所
で
は
引
き
続
き
、
多
様
な

人
材
の
能
力
を
活
か
し
た
農
業
経
営
の
発
展
を

目
指
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

　
各
団
体
、
研
修
会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
は

４
面
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　（
楠
本
）

マルシェでの販売の様子マルシェで販売された商品の一部
(米、キャベツ、サツマイモ、加工品など )

農業大学校での農業機械研修（７月５日）販売促進に関する研修会（９月 17日）

〜
マ
ル
シ
ェ
及
び「
き
み
つ
ア
グ
リ
塾
」を
通
し
た
取
組
〜

多
様
な
人
材
が
活
躍
す
る
農
業
へ
！



令和４年３月１日 第30号(2) 普及だより きみつ

　
千
葉
県
は
全
国
有
数
の
カ
ラ
ー
の
産
地
で
、

特
に
君
津
市
は
豊
富
な
湧
水
を
利
用
し
た
生

産
が
盛
ん
で
す
。
県
で
は
、
湿
地
性
カ
ラ
ー

新
品
種
、
愛
称
「B

rillia
n

t(
ブ
リ
リ
ア
ン

ト)

・B
e

ll(

ベ
ル)

」
を
開
発
し
ま
し
た
。

君
津
市
の
産
地
で
は
、
令
和
３
年
秋
か
ら
販

売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

【
品
種
の
特
徴
】

　
花
は
、
や
や
ク
リ
ー
ム
が
か
っ
た
白
色
で
、

病
気
に
強
く
、
収
穫
本
数
は
多
く
。
従
来
の

品
種
よ
り
小
ぶ
り
で
茎
が
細
い
の
で
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
ブ
ー
ケ
に
使
い
や

す
い
形
が
特
徴
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
家
庭

で
花
を
楽
し
む
消
費
者
が
増
え
て
い
る
の
で
、

小
ぶ
り
の
カ
ラ
ー
を
飾
っ
て
も
ら
う
機
会
も

増
え
て
、
カ
ラ
ー
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
デ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
】

　
令
和
３
年
11
月
８
日
に
、
県
主
催
の
デ

ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
千

葉
県
知
事
、
君
津
市
長
、
生
産
者
及
び
小
売

業
者
等
約
60
人
が
参
加
し
、
開
発
秘
話
や
新

し
い
ニ
ー
ズ
へ
の
期
待
な
ど
、「B

rillia
n

t

・

B
e

ll

」
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
「B

rillia
n

t

・B
e

ll

」
を
使
用

し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
制
作
さ

れ
、「
茎
が
細
く
て
花
が
小
さ
く
、
他
の
花

と
合
わ
せ
や
す
い
。」
と
今
ま
で
湿
地
性
カ

ラ
ー
で
は
か
な
わ
な
か
っ
た
使
い
方
の
感
想

も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
に
活
用
す
る
た
め
、「
千
葉
県
Ｐ
Ｒ
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
チ
ー
バ
く
ん
」
の

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
も
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

出荷規格を検討する様子

ほ場で咲いている「Brilliant・Bell」

【
現
地
の
取
組
】

　
デ
ビ
ュ
ー
に
向
け
て
約
３
千
株
の
苗
が
、

栽
培
希
望
者
22
名
に
配
付
さ
れ
、
令
和
２
年

秋
に
一
般
栽
培
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
苗
は

各
生
産
者
の
ほ
場
に
定
植
さ
れ
、
生
育
は
順

調
に
進
み
、
令
和
３
年
11
月
に
出
荷
を
迎
え

ま
し
た
。

　「B
rillia

n
t

・B
e

ll

」
は
従
来
の
品
種
と
形

状
が
異
な
る
た
め
、
市
場
担
当
者
を
交
え
た

検
討
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
専
用
の
出

荷
規
格
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
君
津
農
業
事
務
所
は
カ
ラ
ー
生
産
者
に
向

け
、
栽
培
技
術
や
販
売
促
進
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
客
様
に
よ
り
良
い

花
を
届
け
る
た
め
、
採
花
後
の
花
の
開
き
方

や
、
枯
れ
ず
に
楽
し
め
る
期
間
を
検
証
し
、

高
品
質
の
「B

rillia
n
t

・B
e
ll

」
を
出
荷
す

る
た
め
の
指
導
を
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
産
地
で
は
「B

rillia
n
t

・B
e

ll

」

の
栽
培
面
積
を
拡
大
し
、
出
荷
量
が
増
え
る

見
込
み
な
の
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん

で
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「B

rillia
n

t

・

B
e

ll

」、
さ
ら
に
は
カ
ラ
ー
が
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
と

協
力
し
、
ま
た
カ
ラ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
産
地
と

し
て
持
続
的
に
発
展
で
き
る
よ
う
、
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
北
澤
）

湿
地
性
カ
ラ
ー

　
　
　

新
品
種
が
デ
ビ
ュ
ー

〜
愛
称
は「B

rilliant

・Bell

」〜

千葉県ＰＲ
マスコット
キャラクター
チーバくん



令和４年３月１日 第30号(3)普及だより きみつ
【
新
規
需
要
米
の
取
組
】

　
主
食
用
米
の
需
要
減
少
と
米
価
下
落
に
伴

い
、
水
田
を
活
用
し
た
新
規
需
要
米
と
し
て

の
飼
料
生
産
の
取
組
が
、
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
地
域
の
畜
産
農
家
で
飼
料
の

多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
経
営
は
、
輸
入

飼
料
価
格
高
騰
に
よ
り
多
大
な
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
君
津
地
域
で
は
、
茎
葉

を
含
め
た
稲
の
全
体
を
収
穫
し
、
サ
イ
レ
ー

ジ
化
し
た
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ

イ
レ
ー
ジ
）
と
、
玄
米
を
圧
ぺ
ん
や
破
砕
し

て
利
用
す
る
飼
料
用
米
が
盛
ん
に
生
産
さ
れ
、

稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
酪
農
家
と
肉
牛
農
家
で
、
飼
料

用
米
は
養
鶏
農
家
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
価
が
下
落
す
る
中
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
及
び
飼

料
用
米
生
産
の
取
組
は
、
耕
種
農
家
の
経
営

改
善
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
君
津
地
域
に
お
け
る
新
規
需
要
米

の
取
組
面
積
は
、
平
成
26
年
産
で
は
Ｗ
Ｃ
Ｓ

用
稲
が
約
50 

ha
、
飼
料
用
米
が
約
１
２
９

ha
で
し
た
が
、
令
和
３
年
産
で
は
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用

稲
が
約
１
１
８
ha
、
飼
料
用
米
が
約
４
７
２

ha
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

【
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
生
産
・
利
用
の
取
組
】

　
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
生
産
に
あ
た
っ
て
は
、
水
稲

農
家
が
、
は
種
か
ら
ほ
場
で
の
栽
培
管
理
を

行
い
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
生
産
組
織
や
肉
牛
農
家
が
、

籾
が
硬
く
な
ら
な
い
よ
う
出
穂
か
ら
糊
熟
期

に
、
専
用
の
収
穫
機
で
収
穫
か
ら
サ
イ
レ
ー

ジ
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
農
事
組
合
法
人
袖
ケ
浦
Ｗ
Ｃ
Ｓ
で
は
、
主

に
袖
ケ
浦
市
で
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
生
産
し
、
袖
ケ

浦
市
内
の
８
戸
の
酪
農
家
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
の
取
組
面
積
は
、
約
60 

ha

と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
に
10
ａ
当
た

り
の
収
量
が
多
い
水
稲
農
家
ほ
ど
収
入
が
増

え
る
よ
う
に
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
買
取
料
金
を
設

刈取から形成まで行う専用収穫機

ラッピングされた稲ＷＣＳ

稲ＷＣＳを食べる乳牛

耕
畜
連
携
に
よ
る

　
　
　
水
田
の
有
効
活
用

定
し
た
こ
と
で
、
主
食
用
品
種
よ
り
も
収
量

が
多
い
「
た
ち
あ
や
か
」「
リ
ー
フ
ス
タ
ー
」

と
い
っ
た
専
用
品
種
の
作
付
面
積
が
拡
大
し
、

主
食
用
品
種
を
含
め
た
10
ａ
当
た
り
の
収
量

は
約
３
ｔ
か
ら
約
3.5

に
増
加
し
ま
し
た
。

酪
農
家
か
ら
は
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
利
用
量
を
増

や
し
た
い
と
い
う
需
要
も
あ
り
、
今
後
も
面

積
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
農
地
所
有
適
格
法
人
株
式
会
社
百
姓
王
は
、

約
25 

ha
で
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
生
産
し
て
お
り
、

富
津
市
と
袖
ケ
浦
市
の
６
戸
の
酪
農
家
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
生
産
し
た
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の

ロ
ー
ル
１
つ
１
つ
に
刈
取
日
と
生
産
ほ
場
の

管
理
番
号
等
を
記
入
す
る
こ
と
で
、
利
用
者

〜
君
津
地
域
に
お
け
る

　
　
新
規
需
要
米
生
産
・
利
用
の
取
組
〜

か
ら
の
問
合
せ
に
も
、
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
利

用
し
て
い
る
酪
農
家
か
ら
は
、「
丁
寧
に
生

産
さ
れ
て
い
て
、
ロ
ス
が
少
な
い
。」「
自
給

飼
料
を
作
る
作
業
負
担
が
な
く
、
あ
り
が
た

い
。」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
生
産
者
と

利
用
者
と
の
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
水
田
の
有
効

活
用
が
期
待
さ
れ
る
中
、
農
業
事
務
所
で
は
、

地
域
に
適
し
た
飼
料
用
米
と
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の

品
種
選
定
や
栽
培
技
術
の
向
上
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
新
規
需
要
米
を
活
用
し
た
飼
料

費
の
低
減
に
よ
る
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　
　
　
　（
加
藤
）



　
令
和
３
年
度
は
、
管
内
か
ら
は

新
た
に
農
業
士
２
名
が
認
証
さ
れ

ま
し
た
。
農
業
士
は
、
地
域
農
業

の
担
い
手
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

農
業
青
年
の
相
談
相
手
と
な
り
、

共
に
地
域
を
盛
り
上
げ
る
役
割
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
、
新
規
に
認
証
さ
れ
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。

☆
井
内
　
崇
郎
氏
（
袖
ケ
浦
市
）

 

　
内
房
地
区
Ｊ
Ａ
酪
農
協
議
会
会

長
や
君
津
４
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
等
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
地
域
内
で
は
獣
害
等
に
よ

り
飼
料
作
物
栽
培
を
行
わ
な
い
酪

農
家
も
多
い
中
で
、
長
年
飼
料
用

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
及
び
給
与

す
る
と
と
も
に
、
地
域
内
で
生
産

さ
れ
た
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
購
入
利
用
し

て
飼
料
費
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
で
丈
夫
な
成
牛
と
な

　
君
津
農
業
事
務
所
で
は
、
新
規

就
農
し
た
45
歳
程
度
ま
で
の
方
々

を
対
象
に
毎
年
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
産
技
術

や
経
営
に
関
す
る
知
識
習
得
や
先

進
農
家
へ
の
視
察
な
ど
を
通
し
て

実
践
的
な
経
営
管
理
の
手
法
を
学

ぶ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本
、

専
門
、
総
合
コ
ー
ス
の
順
に
３
年

間
で
段
階
的
に
学
び
、
農
業
経
営

者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、
自
ら
の
経
営
に
関
す
る

課
題
解
決
の
演
習
や
、
セ
ミ
ナ
ー

を
通
じ
た
仲
間
づ
く
り
も
行
っ
て

い
ま
す
。

○
き
み
つ
農
業
女
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
君
津
地
域
の
女
性
農
業
者
組
織
で
、

会
員
は
13
名
で
す
。
会
員
同
士
の
交

流
を
目
的
に
、
定
例
会
や
視
察
研
修

を
開
催
し
、
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の

方
々
ま
で
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し

て
い
ま
す
。
君
津
４
市
の
女
性
農
業

者
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
会
員
に
な

れ
ま
す
。

○
き
み
つ
４
市
起
業
家
ネ
ッ
ト

　
農
産
物
加
工
に
取
り
組
む
18
経
営

体
で
構
成
さ
れ
る
団
体
で
す
。
加
工
・

販
売
に
関
す
る
研
修
会
の
他
、
イ
ベ

ン
ト
へ
の
出
店
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
産
物
加
工
に
興
味
の
あ
る
方
、
仲

間
づ
く
り
を
し
た
い
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

○
き
み
つ
ア
グ
リ
塾

　
女
性
農
業
者
向
け
の
研
修
会
で
す
。

令
和
３
年
度
は
農
業
機
械
や
販
売
促

進
に
つ
い
て
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

次
年
度
も
引
き
続
き
開
催
予
定
で
す
。

(

奥
寺
・
楠
本)

会
員
・
受
講
生
募
集

令和４年３月１日 第30号(4) 普及だより きみつ

る
よ
う
に
、
生
ま
れ
た
て
の
子
牛

の
段
階
か
ら
事
故
や
病
気
を
未
然

に
防
ぐ
よ
う
適
切
な
飼
養
管
理
を

心
掛
け
、
長
命
連
産
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

☆
奥
野
　
達
也
氏
（
袖
ケ
浦
市
）

 

　
袖
ケ
浦
市
酪
農
研
究
会
会
長
や

君
津
４
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
等
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
給
飼
料
と
し
て
、
飼
料
用
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
と
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
は
、
個
人
で
栽
培
し
、
高
機

能
収
穫
機
械
を
活
用
し
て
、
品
質

の
高
い
サ
イ
レ
ー
ジ
を
生
産
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
搾
乳
牛
１
頭
当
た
り
の

年
間
平
均
乳
量
も
地
域
の
平
均
よ

り
高
く
、
牛
群
検
定
の
結
果
を
基

に
、
個
体
ご
と
の
能
力
を
把
握
し
、

優
良
精
液
の
活
用
に
よ
る
牛
群
改

良
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
近
森
）

新
し
い
農
業
士
認
証
者
紹
介

農
業
経
営
体
育
成

セ
ミ
ナ
ー
生
を
募
集
！

　
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
開
催
や
、
消
毒
や
検

温
等
の
対
策
を
行
い
安
全
に
配
慮

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
会
場

ま
で
の
交
通
費
、
飲
食
代
等
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
募
集
は
、
例
年
５
月
上
旬
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
御
興
味
の

あ
る
方
は
農
業
事
務
所
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。 （
鈴
木
）

基本研修の座学

奥野氏

井内氏

御
興
味
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
農
業
事
務
所
ま
で

御
連
絡
く
だ
さ
い

い

お

う
ち

た
か

お
く

の

た
つ

や

先輩農業者との意見交換会 パイプハウス設営の実習


